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「
実
践
貿
易
実
務
講
座
〜

初
級
編
〜
」
の
受
講
者
を

募
集

　

貿
易
基
礎
用
語
か
ら
実
務
に

必
要
な
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
、
書

類
の
書
き
方
な
ど
の
貿
易
実
務

の
基
礎
知
識
を
学
習
す
る
「
実

践
貿
易
実
務
講
座
」
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
＝
２
月
５
日
（
金
）　

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所
＝
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室

●
対
象
者
＝
貿
易
に
興
味
の
あ

る
人
、
こ
れ
か
ら
貿
易
実
務

に
携
わ
る
人　

な
ど

●
講
師
＝
横
山 

研
治 

氏

　
（
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大

学
国
際
経
営
学
部
長
）

●
受
講
料
＝
無
料

●
定
員
＝
20
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
期
限
＝
１
月
29
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

ジ
ェ
ト
ロ
鹿
児
島
貿
易
情
報

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９-

２
２
６-

９
１
５
６

「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆

職
業
相
談
会
」
が
開
催

●
日
時
＝
２
月
19
日
（
金
）　

13
時
〜
16
時

●
場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

●
対
象
者
＝
概
ね
55
歳
以
上
の

求
職
者

●
参
加
料
＝
無
料

●
定
員
＝
80
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

●
応
募
期
限
＝
２
月
16
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

県
雇
用
支
援
協
会

☎
０
９
９-

２
１
９-

２
０
０
０

介
護
慰
労
金
手
続
き
の
お

知
ら
せ
〜
平
成　

年
度
第

２
回
目
受
付
〜

●
受
給
対
象
者
＝
次
の
要
件
す

べ
て
を
満
た
す
人

○
65
歳
以
上
の
要
介
護
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
場
合

①
要
介
護
高
齢
者
、介
護
者（
受

給
対
象
者
）
が
、
２
月
１
日

現
在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
住
民
登
録

を
有
し
て
い
る
こ
と

②
65
歳
以
上
（
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
）
で
、
平
成
21

年
８
月
１
日
か
ら
要
介
護
２

（
重
度
認
知
症
に
限
る
）、
要

介
護
３
、
要
介
護
４
、
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

募
集
・
申
請

〜
26
日
（
金
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

介
護
者
の
住
所
地
の
市
高
齢

福
祉
課
・
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

市
高
齢
福
祉
課

︵
１
階
⑦
番
窓
口
︶

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
６

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

「
鹿
屋
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
開
設
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

消
費
生
活
に
お
け
る
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
に
、
よ

り
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
現

在
の
市
民
総
合
相
談
室
に
「
鹿

屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を

１
月
か
ら
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
民
総
合
相
談

室
の
機
能
を
強
化
し
、
情
報
提

供
や
解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
６
９

【問い合わせ】市社会教育課（６階）☎ 0994-31-1138

お
知
ら
せ 21

日　時　　２月 13 日（土）　開場 18:30　開演 19:00
 　　　　　　　14 日（日）　開場 11:30　開演 12:00
会　場　　リナシティかのや３階ホール
入場料　　前売券　大　　　人　2,000 円
　　　　　　　　　高校生以下　1,000 円
　　　　　当日券　大　　　人　2,500 円
　　　　　　　　　高校生以下　1,500 円

高校生ミュージカル

「ヒメとヒコ」～ある王の物語～

【問い合わせ】リナシティかのや芸術文化学習プラザ　☎ 0994-35-1001

　大隅半島の高校生によるミュージカル「ヒメとヒコ」が、昨年に引き続き上演されます。
　公募により集まった高校生、鹿屋女子高等学校音楽部、国分中央高等学校ダンス部、奄美大島の大島
高等学校新体操部が出演します。演出は大隅出身の演出家、松永太郎氏。舞台の生演奏には県内で活躍
するプロミュージシャンが高校生を支えます。
　高校生の熱い思いが詰まったミュージカル「ヒメとヒコ」を、ぜひ、ご覧ください。

情報掲示板

日日 月 火 水 木 金 土
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2010 2月
日日 月 火 水 木 金 土
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31

2010 1月人
を
、
同
居
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
状
態
で
継
続
し
て
６
か

月
以
上
、
在
宅
介
護
し
て
い

る
人

③
２
月
１
日
の
資
格
認
定
日

に
、
在
宅
介
護
し
て
い
る
人

□ 

次
の
人
は
、
受
給
対
象
者
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
21
年
８
月
１
日
以
降
、

延
べ
３
か
月
以
上
の
長
期
入

院
（
入
所
）
を
し
た
要
介
護

高
齢
者

・
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
に

限
る
）
の
人
で
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
申

請
に
係
る
認
定
調
査
票
及
び

主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
認

知
症
性
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
判
定
基
準
の
ラ
ン
ク

Ⅰ
、
Ⅱ
ａ 

、
Ⅱ
ｂ
の
人

・
平
成
21
年
８
月
に
申
請
し
、

介
護
慰
労
金
（
６
万
円
）
を

受
給
し
た
人

○
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
要
介

護
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る

場
合

①
要
介
護
障
害
者
、介
護
者（
受

給
対
象
者
）
が
、
２
月
１
日

現
在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き

１
年
以
上
居
住
し
、
住
民
登

録
を
有
し
て
い
る
こ
と

②
平
成
21
年
８
月
１
日
以
前
か

ら
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給

し
て
い
る
要
介
護
障
害
者

を
、
同
居
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
状
態
で
継
続
し
て
６
か
月

以
上
、
在
宅
介
護
し
て
い
る

人
※
所
得
制
限
等
で
特
別
障
害
者

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
障

害
者
を
在
宅
介
護
し
て
い
る

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
要
介
護
障
害
者
に
つ

い
て
は
、
日
常
生
活
に
つ
い

て
後
日
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
２
月
１
日
の
資
格
認
定
日

に
、
在
宅
介
護
し
て
い
る
人

□ 

次
の
人
は
、
受
給
対
象
者
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
21
年
８
月
１
日
以
降
、

延
べ
３
か
月
以
上
の
長
期
入

院
（
入
所
）
を
し
た
要
介
護

障
害
者

・
平
成
21
年
８
月
に
申
請
し
、

介
護
慰
労
金
（
３
万
円
）
を

受
給
し
た
人

●
支
給
額
︵
一
人
当
た
り
︶

①
要
介
護
４
、
要
介
護
５
の
要

介
護
高
齢
者
＝
年
額
６
万
円

②
要
介
護
２
（
重
度
認
知
症
の

み
）、
要
介
護
３
の
要
介
護

高
齢
者
＝
年
額
３
万
円

③
要
介
護
障
害
者
＝
年
額
３
万

円
●
申
請
期
間
＝
２
月
１
日（
月
）

Information

日　時　２月 11 日（木・祝）13:30 ～ 16:20
会　場　市文化会館
内　容　○市生涯学習の取り組みについて
　　　　○社会教育功労者及び優良社会教育関係団体表彰式
　　　　○生涯学習大会講演会
　　　　　演題＝「命ある限り、心で学ぶ」
　　　　　講師＝加藤 タキ 氏（コーディネーター）

※駐車場には限りがありますので、できるだ
け乗り合わせてご来場ください。

※講演会では手話通訳を行います。
※ 11 日（木）は、市中央公民館で満２歳児～

６歳児の託児を行います。

加藤 タキ 氏

平成21年度 鹿屋市生涯学習大会
～学びを生かして、未来へつなごう！～

展示発表
　日　時　２月 10 日（水）
　　　　　　～ 14 日（日）
　　　　　 9:00 ～ 21:30
　会　場　市中央公民館

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや


